
郵便番号

住　　所

氏　　名 印

1,883 ｋｌ

台

ｔ－CO2

（第１面）

※
特
記
事
項

 ※事業者番号

担 当 部 署 名

所 在 地

ケイエスピー熱供給株式会社

川崎市高津区坂戸３丁目２番１号　ＫＳＰ西４０５

事業活動地球温暖化対策結果報告書

熱供給事業法に基づき、かながわサイエンスパーク地区内の企業等へ冷熱、
温熱、蒸気を製造し供給している。

メールアドレス

施設管理部

川崎市高津区坂戸３－２－１　KSP西４０５

０４４－８１２－３１６５

０４４－８１２－３１５６

電話番号

ＦＡＸ番号

（あて先）川崎市長

　川崎市地球温暖化対策の推進に関する条例第１０条第１項の規定により、次のとおり提出します。

２１３－００１２

川崎市高津区坂戸３丁目２番１号ＫＳＰ西４０５

ケイエスピー熱供給株式会社

代表取締役社長　　脇　安生

　　　（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

規則第４条第１号該当事業者

中分類

Ｆ

規則第４条第２号該当事業者

規則第４条第３号該当事業者

規則第４条第４号該当事業者

担当部署

連 絡 先

第３号様式

エネルギー起源の二酸化炭素
以外の温室効果ガスの排出の量

自動車の台数

原油換算エネルギー使用量

事 業 者 の 規 模

35

該 当 す る 事 業 者
の 要 件

事 業 者 の 氏 名
又 は 名 称

主 た る 事 務 所
又は事業所の所在地

※
受
付
欄

主 た る 事 業
の 業 種

主 た る 事 業
の 内 容

大分類

上記以外の事業者（任意提出事業者）

電気・ガス・熱供給・水道業

熱供給業



（第２面）

計 画 期 間 及 び 報 告 年 度 平成 ２５年度　～　平成２７年度（報告年度　平成２７年度分）

温室効果ガスの排出の量の
削減目標の達成状況及び温
室効果ガスの排出の量

別添　指針様式第２号のとおり

温室効果ガスの排出の量の
削減目標を達成するための
措置の実施状況

別添　指針様式第２号のとおり

他の者の温室効果ガスの排
出の抑制等に寄与する措置
の実施状況

別添　指針様式第２号のとおり

その他地球温暖化対策の推
進への貢献に係る事項

別添　指針様式第２号のとおり

備　　　考

備考 １　欄内にすべてを記載できない場合は、別紙により提出してください。
　 　２　ャのある欄は、該当するャ内にレ印を記載してください。
　　 ３　報告書には、事業活動地球温暖化対策指針に定める資料を添付してください。
　　 ４　※印の欄は記入しないでください。
　　 ５　氏名（法人にあっては、その代表者)を記載し、押印することに代えて、本人（法人にあって
        は、その代表者）が署名することができます。



様式第２号　　　　　　　　　　　　（第１面）

事業活動地球温暖化対策結果報告

１　温室効果ガスの排出の量の削減目標の達成状況（第１号、第２号、第４号該当者等）

 (１) 温室効果ガスの排出の量の状況（排出係数固定）

　 ア　計画期間の温室効果ガスの排出の量

1,263 1,132 894 865 1,225

1,261 1,130 893 864

10.4 29.2 31.5

10.4 29.2 31.5

　 イ　計画期間の温室効果ガスの排出の量に係る原単位等の値

基準年度 第１年度 第２年度 第３年度 目標年度の値

％ ％ ％ ％

　 ウ　計画期間の温室効果ガスの排出の量の状況についての説明

第１年度

 (２) 温室効果ガスの排出の量の状況（全社目標）

排 出 量

第２年度

また他人への熱供給分を差し引いた温室効果ガスの排出量は、冬季に温熱製造可能な高効率ヒート
ポンプを導入するとともに、春と秋（中間期）に高効率のターボ冷凍機に比較的効率の悪いガス焚き吸
収式冷凍機から運転をシフトした結果29.2％と大幅に減少した。
（ただしこの方法の欠点は、ガスの大口契約範囲内で出来るだけ電気にシフトして運転するが、ガス契
約範囲を少しでも逸脱すると、高額な違約金が発生するため、選択しずらい方法であります。また経産
省より電気の平準化の要請もあり、今後の動向を注視する必要があります。）

t-CO2 t-CO2

3.0

0.03725

削 減 率

基準年度 第１年度

t-CO2

％

目標排出量

t-CO2

％

第３年度

t-CO2

第２年度

他人への熱の供給に係るものを含む総排出量は、省エネの各種措置をした結果3586t-CO2となり基
準年度に比べ12.6％減となった。

削 減 率

他人への熱の供給に係るものを含む総排出量は、省エネの各種措置をした結果3919t-CO2となり基
準年度に比べ4.5％減となった。また他人への熱供給分を差し引いた温室効果ガスの排出量は、春と
秋（中間期）に高効率のターボ冷凍機に比較的効率の悪いガス焚き吸収式冷凍機からガスの大口契
約範囲内で出来るだけシフトして運転を試み、10.4％と大幅に減少した。（ただしこの方法の欠点は、
ガス契約範囲を少しでも逸脱すると、高額な違約金が発生するため、選択しずらい方法ではあります）

2.6 8.4

第３年度

他人への熱の供給に係るものを含む総排出量は、省エネの各種措置をした結果3563t-CO2となり基
準年度に比べ13.1％減となった。

％ ％

3.0

排 出 量
原単位等の値

原 単 位 の
活 動 量

販売熱量(GJ)

また他人への熱供給分を差し引いた温室効果ガスの排出量は、昨年に引き続き冬季に温熱製造可能
な高効率ヒートポンプを導入するとともに、春と秋（中間期）に高効率のターボ冷凍機に比較的効率の
悪いガス焚き吸収式冷凍機から運転を昨年に引き続きシフトした結果31.5％と大幅に減少した。

単位

0.033800.03413

KL/GJ

0.03628

9.3

0.03613



様式第２号　　　　　　　　　　　　（第３面）

３　温室効果ガスの排出の量の削減目標の達成するための措置の実施状況

 (１) 温室効果ガスの排出の量の削減のための措置の実施状況

計　画

○推進体制の整備
管理マニュアルの見直し、温暖化対策の推進するための研修体制を継続する。
○主要設備の管理標準
主要設備の作成した保全管理及び管理標準を実施し、不具合に対して検討見直
しを図る。
○エネルギー使用量等の把握、計測記録等の管理。
既設の現エネルギー管理システムを活用し、データーの分析、温室効果ガスの
排出量の算出、統計化した管理を図る。
○新設、更新等における措置
冬のエネルギーの種別（電気、ガス）の自由度を増すよう機器の構築を図る。
○断熱工事の実施
不具合発生時などで、一部断熱施工の劣化が生じた装置が発生したら、工事の
実施する。
○熱供給設備機器の省エネ運転及び保守整備
運転管理標準に基づいて、効率のよい運転を推進するとともに省エネ管理標準
に基づいた保守整備を図る。
○主要設備の高効率機器の積極的な活用
ガス焚冷温水機、ターボ冷凍機の高効率機器の運転の優先順位の設定を図る。
電気式の温水製造装置の構築と導入の検討。
ボイラー、受変電設備等は、将来、高効率設備の更新を計画する。

第１年度

○推進会議開催（４月２１日～２５日）
マニュアル見直し、体制の整備、機器運転状況確認ならびに省エネ改善研修を実施
○保守体制の継続実施
○温熱製造に関する省エネ性の高いヒートポンプ導入計画の推進実施
○主要設備の高効率機器の積極的な活用
ガス焚冷温水機、ターボ冷凍機の高効率機器の運転の優先順位の設定を実施

第２年度

○推進会議開催（４月２７日～３０日）
マニュアル見直し、体制の整備、機器運転状況確認ならびに省エネ改善研修を実施
○保守体制の継続実施
○温熱製造に関する省エネ性の高いヒートポンプ導入によるマニュアルの新規作成並
びに運転実施
○主要設備の高効率機器の積極的な活用
ガス焚冷温水機、ターボ冷凍機の高効率機器の運転の優先順位の設定を実施

第３年度

○推進会議開催（４月２５日～３０日）
マニュアル見直し、体制の整備、機器運転状況確認ならびに省エネ改善研修を実施
○保守体制の継続実施
○温熱製造に関する省エネ性の高いヒートポンプ導入によるマニュアルの新規作成並
びに運転実施
○主要設備の高効率機器の積極的な活用
ガス焚冷温水機、ターボ冷凍機の高効率機器の運転の優先順位の設定を実施

計　画

第１年度

第２年度

第３年度

事
業
所
等

(

第
１
号
、

第
２
号
、

第
４
号
該
当
者
等

)

自
動
車
等

(

第
３
号
該
当
者
等

)



 (２) 再生可能エネルギー源等の利用実績

　 ア　再生可能エネルギー源等の利用に係る考え方

   イ　計画期間の再生可能エネルギー源等の利用実績

設備等の種類 概要(規模、導入場所、性能等) 導入年度 備考

 　ウ　計画期間の再生可能エネルギー源等の価値の保有実績

種　　類 概要(規模、場所等) 保有年度 備考

様式第２号　　　　　　　　　　　　（第４面）

な　し



様式第２号　　　　　　　　　　　　（第５面）

４　他の者の温室効果ガスの排出の抑制等に寄与する措置の実施状況

計　画 な　し

第１年度 な　し

第２年度 な　し

第３年度 な　し

５　その他地球温暖化対策の推進への貢献の実施状況

計　画
川崎温暖化対策推進会議（CC川崎エコ会議）へ参加し、川崎市が取組む温暖化戦略
（CCかわさき）に、役に立つことができるよう一員として貢献したい。

第１年度
川崎温暖化対策推進会議（CC川崎エコ会議）を通じて、川崎市の温暖化対策に対して理解を
深め、会社の温暖化対策に取組んだ。

第２年度
継続して、川崎温暖化対策推進会議（CC川崎エコ会議）を通じて、川崎市の温暖化対策に対
して理解を深め、会社の温暖化対策に取組んだ。

第３年度
継続して、川崎温暖化対策推進会議（CC川崎エコ会議）を通じて、川崎市の温暖化対策に対
して理解を深め、会社の温暖化対策に取組んだ。



様式第２号　　　　　　　　　　　　（第６面）

６　前年度の温室効果ガスの排出の量等の実績（排出係数反映）

 (１) 事業者単位

 　ア　第１号、第２号、第４号該当者等

（実）

（調）

 (２) 事業所等単位（第１号、第２号該当者等）

 　ア　年間の原油換算ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量が 1,500kl 以上の事業所の一覧

事業所の名称

エネルギーセンター 934 t-CO2
t-CO2
t-CO2
t-CO2

　 イ　年間の原油換算ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量が原油換算で 500kl 以上 1,500kl 未満の事業所の一覧

事業所の名称

t-CO2
t-CO2
t-CO2
t-CO2

　 ウ　年間の原油換算ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量が原油換算で 500kl 未満の事業所の一覧

 (３) 事業所等単位（第４号該当者等）

　 ア　物質ごとの年間の温室効果ガスの排出の量（二酸化炭素換算）が 3,000ｔ以上（二酸化炭

　 　素の場合はｴﾈﾙｷﾞｰ使用に伴い排出したものを除く。）の事業所の一覧

事業所の名称

t-CO2
t-CO2
t-CO2
t-CO2

　 イ　物質ごとの年間の温室効果ガスの排出の量（二酸化炭素換算）が 3,000ｔ未満（二酸化炭

　 　素の場合はｴﾈﾙｷﾞｰ使用に伴い排出したものを除く。）の事業所の数

934

事業所に係る事
業の名称

温室効果ガス
の排出の量

919
t-CO2

川崎市高津区坂戸３－２－１ 3511 熱供給業

事業所の所在地
日本標準産業分類

細分類番号

事業所の所在地
日本標準産業分類

細分類番号
事業所に係る事
業の名称

温室効果ガス
の排出の量

エネルギー使用量の規模 事業所数

400～500kl 未満

300～400kl 未満 0

0

200～300kl 未満

100～200kl 未満 0

0

100kl 未満

事業所の所在地
日本標準産業分類

細分類番号

0

事業所に係る事
業の名称

温室効果ガス
の排出の量

事業所数


